
JP 2012-531717 A 2012.12.10

10

(57)【要約】
　少なくとも一つの第一の電気化学セル（１０２，２０
２，…）と、少なくとも一つの第二の電気化学セル（１
０２，２０２，…）とを含むバッテリー構造体（１０１
，２０１，…）を製造するための方法であり、個々の電
気化学セルがジャケット（１０３，２０３，…）を有し
ている方法において、前記第一の電気化学セル（１０２
，２０２，…）の前記ジャケット（１０３，２０３，…
）のジャケット部分（１０４，２０４，…）は、前記第
二の電気化学セル（１０２，２０２，…）の前記ジャケ
ット（１０３，２０３，…）のジャケット部分（１０４
，２０４，…）と材料接続的に接合されることを特徴と
する方法。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも一つの第一の電気化学セル（１０２，２０２，…）と、少なくとも一つの第
二の電気化学セル（１０２，２０２，…）とを含むバッテリー構造体（１０１，２０１，
…）を製造するための方法であり、個々の電気化学セルがジャケット（１０３，２０３，
…）を有している方法において、
前記第一の電気化学セル（１０２，２０２，…）の前記ジャケット（１０３，２０３，…
）のジャケット部分（１０４,２０４，…）は、前記第二の電気化学セル（１０２，２０
２，…）の前記ジャケット（１０３，２０３，…）のジャケット部分（１０４，２０４，
…）と材料接続的に接合されることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記ジャケット部分（１０４，２０４，…）のうちの少なくとも一つはシール可能な材
料、特に熱可塑性プラスチックから成る層を有しており、当該ジャケット部分は特に積層
型パッケージフィルムから製造されており、シール可能な材料から成る前記層は、前記材
料接続的な接合を生じさせるために用いられることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　少なくとも一つのジャケット部分（１０４，２０４，…）のシール可能な材料から成る
前記層のみが、前記ジャケット部分（１０４，２０４，…）同士の前記材料接続的な接合
を生じさせるために用いられることを特徴とする請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記材料接続的な接合はヒートシーリング、ホットプレス、または接着、特に熱接着に
よって行われることを特徴とする請求項１～３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記第一の電気化学セル（１０２，２０２，…）の接合部分（１０８，２０８，…）は
前記第二の電気化学セル（１０２，２０２，…）の接合部分（１０８，２０８，…）に当
接され、当該接合部分（１０８，２０８，…）は前記個々の電気化学セル（１０２，２０
２，…）のジャケット部分（１０４，２０４，…）に設けられていることを特徴とする請
求項１～４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記ジャケット（１０３，２０３，…）は第一のジャケット部分（１０４，２０４，…
）を少なくとも一つの第二のジャケット部分（１０４，２０４，…）に接合することによ
って形成されることを特徴とする請求項１～５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記第一の電気化学セル（１０２，３０２，４０２）の前記第一のジャケット部分（１
０４；３０４，３０５；４０４，４１２）は、当該第一の電気化学セル（１０２，３０２
，４０２）の当該第一のジャケット部分（１０４，３０４，３０５；４０４，４１２）が
、当該第一の電気化学セル（１０２，３０２，４０２）の第二のジャケット部分（１０４
，３０４，３０５；４０４，４１２）に接合される前に、前記第二の電気化学セル（１０
２，３０２，４０２）の前記ジャケット部分（１０４，；３０４，３０５；４０４，４１
２）のうちの一つに接合されることを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記第一の電気化学セル（１０２，３０２，４０２）のジャケット部分（１０４，３０
４，３０５；４０４，４１２）が前記第二の電気化学セル（１０２，３０２，４０２）の
ジャケット部分（１０４，３０４，３０５；４０４，４１２）に接合された後に、電極ス
タック（１１４，３１４，４１４）がジャケット部分（１０４；３０４，３０５；４０４
，４１２）に当接されることを特徴とする請求項１～７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　ジャケット部分（３０４，３０５；４０４，４１２）、特に成型部材（３０４，４０４
）は、特に隣接して設けられている二つの電気化学セル（１０２，３０２，４０２）を少
なくとも部分的に包囲するためのジャケット部分として用いられることを特徴とする請求
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項１～８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ジャケット部分（１０４，２０４，…）のうちの少なくとも一つは成型部材（１０
４，２０４，…）であることを特徴とする請求項１～９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ジャケット部分（１０４，２０４，…）のうちの少なくとも一つは熱伝導プレート
（３０５）であることを特徴とする請求項１～１０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ジャケット部分（１０４，２０４，…）のうちの少なくとも一つはフレーム（４１
２，５１２）またはフレーム部分であることを特徴とする請求項１～１１のいずれか一項
に記載の方法。
【請求項１３】
　ジャケット（１０３，２０３，…）によって少なくとも部分的に包囲されている少なく
とも一つの電極スタック（１０９，２０９，…）を含む電気化学セル（１０２，２０２，
…）であって、
当該ジャケット（１０３，２０３，…）は、平面部分（１１０，２１０，…）と継ぎ目部
分（１０７，２０７，…）とを有する少なくとも一つの成型部材（１０４，２０４，…）
を含んでおり、
当該継ぎ目部分（１０７，２０７，…）は前記平面部分（１１０，２１０，…）の周囲に
設けられている電気化学セルにおいて、
前記成型部材（１０４，２０４，…）に接合部分（１０８，２０８，…）が設けられてい
ることを特徴とする電気化学セル。
【請求項１４】
　少なくとも一つの成型部材（１０４，２０４，…）は、シール可能な材料、特に熱可塑
性プラスチックから成る層を有しており、特に積層型パッケージフィルムから製造されて
いることを特徴とする請求項１３に記載の電気化学セル（１０２，２０２，…）。
【請求項１５】
　前記成型部材（１０４，２０４，…）は積層型成型部材であることを特徴とする請求項
１３または１４に記載の電気化学セル（１０２，２０２，…）。
【請求項１６】
　前記継ぎ目部分は、前記平面部分（１１０，２１０，３１０，６１０）が設けられてい
る平面Ｅから突出していることを特徴とする請求項１３～１５のいずれか一項に記載の電
気化学セル（１０２，２０２，…）。
【請求項１７】
　前記継ぎ目部分（３０７）の部分は、接合部分（３０８）となっていることを特徴とす
る請求項１３～１６のいずれか一項に記載の電気化学セル（１０２，２０２，…）。
【請求項１８】
　前記接合部分（２０８，４０８，６０８）は、前記継ぎ目部分（２０７，４０７，６０
７）の少なくとも一つの部分に隣接して設けられていることを特徴とする請求項１３～１
７のいずれか一項に記載の電気化学セル（１０２，２０２，…）。
【請求項１９】
　二つの接合部分（２０８，６０８）が設けられており、当該接合部分は特に前記成型部
材（２０４，６０４）の対向する側、特に周囲に設けられた前記継ぎ目部分（２０７，６
０７）の対向する部分に設けられていることを特徴とする請求項１３～１８のいずれか一
項に記載の電気化学セル（１０２，２０２，…）。
【請求項２０】
少なくとも一つの接合部分（２０８，６０８）は、前記平面部分（２１０，６１０）から
離れた前記継ぎ目部分（２０７，６０７）の側に設けられていることを特徴とする請求項
１３～１９のいずれか一項に記載の電気化学セル（１０２，２０２，…）。
【請求項２１】
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少なくとも一つの接合部分（２０８）は、前記平面Ｅに向かって前記継ぎ目部分（２０７
）から突出していることを特徴とする請求項１３～２０のいずれか一項に記載の電気化学
セル（１０２，２０２，…）。
【請求項２２】
　少なくとも一つの接合部分（６０８）は、前記平面Ｅから離れる方向において前記継ぎ
目部分（６０７）から突出していることを特徴とする請求項１３～２１のいずれか一項に
記載の電気化学セル（１０２，２０２，…）。
【請求項２３】
　前記接合部分（１０８，２０８，４０８）は、特に前記平面Ｅに対して平行に、特に前
記平面Ｅ内に設けられている接合面（１１３，２１３，４１３）を含むことを特徴とする
請求項１３～２２のいずれか一項に記載の電気化学セル（１０２，２０２，…）。
【請求項２４】
　二つの成型部材（１０４，２０４，…）が当該成型部材の継ぎ目部分（１０７，２０７
，…）において互いに接合されており、特に材料接続的に互いに接合されていることを特
徴とする請求項１３～２３のいずれか一項に記載の電気化学セル（１０２，２０２，…）
。
【請求項２５】
　前記ジャケット（３０３）は、少なくとも一つの熱伝導プレート（３０５）を含んでお
り、少なくとも一つの成型部材（３０４）は継ぎ目部分（３０７）によって当該熱伝導プ
レート（３０５）に取り付けられていることを特徴とする請求項１３～２４のいずれか一
項に記載の電気化学セル（１０２，２０２，…）。
【請求項２６】
　第一の電気化学セル（１０２，２０２，…）と、第二の電気化学セル（１０２，２０２
，…）とを含むバッテリー構造体（１０１，２０１，…）であって、当該第一の電気化学
セルの少なくとも一つのジャケット部分（１０３，２０３，…）が前記第二の電気化学セ
ルの少なくとも一つのジャケット部分（１０３，２０３，…）と材料接続的に接合されて
いる、バッテリー構造体。
【請求項２７】
　前記ジャケット部分（１０３，２０３，…）のうちの少なくとも一つはシール可能な材
料、特に熱可塑性プラスチックから成る層を有しており、特に積層型パッケージフィルム
から製造されており、前記ジャケット部分（１０４，２０４，…）同士の前記材料接続的
な接合は、シール可能な材料からなる前記層の少なくとも部分によって実現されているこ
とを特徴とする請求項２６に記載のバッテリー構造体（１０１，２０１，…）。
【請求項２８】
　少なくとも二つのジャケット部分（１０３，２０３，…）同士の前記材料接続的な接合
は専ら、前記ジャケット部分（１０３，２０３，…）のうちの一つまたは複数の、シール
可能な材料からなる前記層によって実現されていることを特徴とする請求項２７に記載の
バッテリー構造体（１０１，２０１，…）。
【請求項２９】
　前記第一の電気化学セル（４０２，５０２）は少なくとも部分的に周囲に設けられてい
る第一のフレーム（４１２’）、特に完全に周囲に設けられている第一のフレーム（４１
２’）を含んでおり、前記第二の電気化学セル（４０２，５０２）は少なくとも部分的に
周囲に設けられている第二のフレーム（４１２”）、特に完全に周囲に設けられている第
二のフレーム（４１２”）を含んでおり、前記第一のフレーム（４１２’）は前記第二の
フレーム（４１２”）と材料接続的に接合されていることを特徴とする請求項２６または
２７に記載のバッテリー構造体（１０１，２０１，…）。
【請求項３０】
　隣接する電気化学セル（４０２）の前記フレーム（４１２）は、異なる径方向延伸を有
する部分を有していることを特徴とする請求項２９に記載のバッテリー構造体（１０１，
２０１，…）。
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【請求項３１】
　前記第一の電気化学セル（４０２'）の前記第一のフレーム（４１２’）は第一の径方
向延伸（Ｒ１）を有しており、当該第一の電気化学セル（４０２'）と当接している前記
第二の電気化学セル（４０２”）の前記第二のフレーム（４１２”）は第二の径方向延伸
（Ｒ２）を有しており、前記第一の径方向延伸（Ｒ１）が前記第二の径方向延伸（Ｒ２）
よりも大きいことを特徴とする請求項２６～３０のいずれか一項に記載のバッテリー構造
体（１０１，２０１，…）。
【請求項３２】
　請求項１３～２５のいずれか一項に記載の前記電気化学セルの少なくとも一つが形成さ
れていることを特徴とする請求項２６～３１のいずれか一項に記載のバッテリー構造体（
１０１，２０１，…）。
【請求項３３】
　請求項１～１２のいずれか一項に記載の方法によって製造されたバッテリー構造体（１
０１，２０１，…）。
【請求項３４】
　隣接する電気化学セル（２０３）の継ぎ目部分（２０７）は、隣接する電気化学セル（
２０３）の接合部分（２０８）とともに、ハニカム接合構造を形成する、請求項２６～３
３のいずれか一項に記載のバッテリー構造体（２０１）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はバッテリー構造体を製造するための方法に関する。本発明はまた、バッテリー
構造体を製造するために用いられる電気化学セルと、当該方法によって製造されたバッテ
リー構造体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１から組立型バッテリー構造体が知られている。当該バッテリー構造体は多数
の単セルを重ね合わせ、かつ、一体化させることによって形成されている。電流導体とな
っている単セルのタブは、隣接する単セルのタブと、例えば超音波溶着によって接合され
る。多数の組立型電気化学セル群は、バッテリーハウジングに収納され得る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】独国特許出願公開第６０３１４０７６明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、バッテリー構造体を製造するための改良された方法を提供することを課題と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記の課題は、少なくとも一つの第一の電気化学セルと、少なくとも一つの第二の電気
化学セルとを含むバッテリー構造体を製造するための方法であり、個々の電気化学セルが
ジャケットを有している方法において、前記第一の電気化学セルの前記ジャケットのジャ
ケット部分は、前記第二の電気化学セルの前記ジャケットのジャケット部分と材料接続的
(stoffschluessig)に接合されることを特徴とする方法によって解決される。
【０００６】
　本発明において材料接続的な接合とは、特に原子または分子のレベルで二つの構成部材
を接合することである。個々の電気化学セルのジャケットを互いに材料接続的に接合する
ことによって、当該電気化学セルは互いに固定的に接合され得、好適に接続を行うさらな
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る装置、例えばハウジングまたは他の接続を行う構成部材を省略することができる。材料
接続的な接合は、生じている境界条件、特に生成する機械的負荷に応じて構成され得る。
材料接続的な接合は好ましくはヒートシーリング、ホットプレス、または接着、特に熱接
着によって実現され得る。
【０００７】
　本発明においてジャケットとは、少なくとも部分的な境界であって、電気化学セルの単
独または複数の電極スタックを外部に対して限定している境界のことである。ジャケット
は好ましくは気密かつ液密であり、それによって環境との物質交換は生じ得ない。電極ス
タックはジャケット内部に設けられている。少なくとも一つの電流導体、特に二つの電流
導体はジャケットから外部に延伸するとともに、電極スタックを接続させるために用いら
れる。このとき外部に延伸する電流導体は好ましくは、電気化学セルの正極端子と負極端
子となっている。しかしながら複数の電流導体、特に偶数の電流導体がジャケットから延
伸することもあり得る。電気化学セルがこのとき、互いに直列式に接続されている二つの
電極スタックを有している場合、異なる電極スタックの二つの電極は好適に互いに接続さ
れている。ジャケットは単独または複数のジャケット部分から形成されていてよく、特に
単独または複数の成型部材および／または熱伝導プレートから形成されていてよい。ジャ
ケット部分はまた、少なくともフレームまたはフレーム部分から形成されていてよい。こ
のときジャケット部分のうちの一つは、好ましくはシール可能な材料、特に熱可塑性プラ
スチックから成る層を有し得る。このとき当該ジャケット部分は好ましくは、積層型パッ
ケージフィルムから製造されている。シール可能な材料から成る層はこのとき、好ましく
は材料接続的な接合を生じさせるために用いられる。これは好ましくは、材料接続的な接
合が、単独のジャケット部分または複数のジャケット部分の、シール可能な材料から成る
層によってのみ実現されることを意味する。従って、材料接続的な接合を生じさせるため
に、ジャケット部分を構成する部材ではない付加的な材料を使用する必要はない。
【０００８】
　積層型パッケージフィルムとして形成され得る積層フィルムとは、金属の支持体フィル
ムもしくは支持体シートであってよい。当該支持体シートは少なくとも一方の側がシール
可能な材料、特に熱可塑性プラスチックによってコーティングされている。積層フィルム
は平坦に形成されていてよく、あるいは、特に深絞りによる変形プロセスを介して成型部
材として形成されていてよい。積層フィルムから製造されている成型部材は、積層型成型
部材である。金属の支持体フィルムもしくは支持体シートは好ましくは、アルミニウムか
ら製造され得る。熱可塑性プラスチックとして、特にポリプロピレンおよびポリアミドが
用いられ得る。
【０００９】
　シール可能な材料とは特に、室温および好ましくは電気化学セルが到達し得る動作温度
において固体状態である材料のことである。特にシール器具を用いて製造する際に生じる
熱が供給されるとき、シール可能な材料は少なくとも部分的に液体状態または単に半液体
状態に陥るとともに、他の構成部材と材料接続的に接合され得る。特に固体状態において
は互いに分離されている、シール可能な材料の二つの量は、半液体状態または液体状態に
おいて互いに溶融し、それによって当該二つの量同士の材料接続的な接合が行われる。
【００１０】
　本発明において、電極スタックとは、ガルバニセルの構成部として、化学的エネルギー
の貯蔵にも、電気的エネルギーの放出にも用いられる装置のことである。電気的エネルギ
ーの放出の前に、貯蔵された化学的エネルギーは電気的エネルギーに変換される。充電の
間に、電極スタックもしくはガルバニセルに供給された電気的エネルギーは、化学的エネ
ルギーに変換されるとともに貯蔵される。電極スタックはそのために、複数の層、すなわ
ち少なくとも一つのアノード層と、カソード層と、セパレータ層とを有している。当該層
は重なり合って配置され、もしくは積み上げられ、このときセパレータ層は少なくとも部
分的に、アノード層とカソード層の間に設けられている。このような層の順序は、電極ス
タック内部で好適に複数回反復される。好適にいくつかの電極は、互いに特に電気的に接
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続されており、特に並列に接続されている。これらの層は好適に、電極コイルとなるよう
に捲回されている。以下において、「電極スタック」という概念は、電極コイルに対して
も用いられる。
【００１１】
　本発明においてフレームとは、あらゆる構造的な装置であって、特に電気化学セルを環
境の影響に対して機械的に安定させるのに適しているとともに、当該セルの製造の際に当
該セルのパッケージと固定的に接合され得る装置と理解すべきである。言葉の選択がすで
に暗示しているように、フレームは好適にほぼ枠状の装置であり、当該フレーム形状の装
置の作用は特に、電気化学セルに機械的安定性を与えることである。当該フレームは、当
該フレームが特に少なくともジャケットの領域において、上記のジャケットの作用を果た
す場合には、それ自体がジャケット部分となる。このとき部分的に周囲に設けられるフレ
ームは、電気化学セルの単独または複数の側に設けられ得、特に単独または複数のフレー
ムバーを含み得る。当該部分的に周囲に設けられるフレームは、電極スタックを必ずしも
完全に包囲しない。
【００１２】
　本発明において成型部材とは、特に電極スタックの形状に適合されている固形物のこと
である。成型部材は好適にさらなる成型部材および／または電極スタックと協働してはじ
めて、当該成型部材の形状および／または安定性を獲得する。直方体の電極スタックの場
合、成型部材は概ね矩形に裁断されていてよい。このとき成型部材は好適に平面部分であ
って、直方体の電極スタックの最大側面にほぼ適合し得るとともに、概ね平坦に形成され
ている平面部分を有しているが、このとき平坦な形成はある程度の空間的な偏差を許容す
る。このとき成型部材のいくつかの寸法は好適に、電極スタックの所定の寸法よりも大き
く選択されている。二つの成型部材が電極スタックの周囲に設けられる場合、当該成型部
材は部分的に電極スタックを超えて突出するとともに、部分的に突出縁を形成する。当該
突出縁は継ぎ目部分を形成する。成型部材の継ぎ目部分はこのとき好適に、さらなる成型
部材の継ぎ目部分に、好適に平坦に接触する。例えばジャケットの第一の成型部材が平坦
なプレートとして形成される一方で、当該ジャケットの第二の成型部材は電極スタックの
周囲をめぐるとともに第一の成型部材に合わせて形成される。一つの成型部材は熱伝導要
素、特に熱伝導プレートとして形成され得、残りの成型部材よりも高い熱伝導性を有し得
る。当該一つの成型部材は、特に少なくとも一つの電極スタックに、部分的かつ熱伝導的
に接触する。成型部材と電極スタックとの温度差に応じて、熱エネルギーが電極スタック
から外部に、または電極スタック内部に伝達される。成型部材は好適に二つの電極スタッ
クの間に設けられており、当該二つの電極スタックに熱伝導的に接触する。このとき成型
部材という概念は、特に積層型成型部材も含む。
【００１３】
　好ましくは第一の電気化学セルの接合部分は、第二の電気化学セルの接合部分に当接さ
れ、このとき接合部分は個々の電気化学セルのジャケット部分に設けられている。
【００１４】
　以下において接合部分とは、他の電気化学セルとの材料接続的な接合のために設けられ
ているジャケットの領域のことである。接合部分は所定の平面形成部、すなわち特に接合
面を有し得、当該接合面によって、当該接合部分は他の電気化学セルに当接することがで
きる。しかしながら接合部分は特別な形成部を有さずに、電気化学セルのほとんどあらゆ
る部分に設けられ得る。
【００１５】
　このときジャケット自体は、第一のジャケット部分を少なくとも一つの第二のジャケッ
ト部分に接合することによって形成される。その意味でジャケットは、特に組み立て式に
形成されている。複数のジャケット部分を組み立てることによって初めて、ジャケット自
体が閉じられる。
【００１６】
　好ましくは製造方法の間に、第一の電気化学セルの第一のジャケット部分は、当該第一



(8) JP 2012-531717 A 2012.12.10

10

20

30

40

50

の電気化学セルの第一のジャケット部分が、当該第一の電気化学セルの第二のジャケット
部分に接合される前に、第二の電気化学セルのジャケット部分のうちの一つに接合される
。これによって隣接する電気化学セルのジャケット部分は、個々の電気化学セルが完成さ
れる前にすでに互いに固定的に接合され、その際続いて、さらなる加工のための構成部材
を形成する。電気化学セルのジャケットは、異なる電気化学セルの二つのジャケット部分
を上記のように接合した後に初めて、さらなるジャケット部分を前記のジャケット部分に
接合することによって閉鎖され得る。電気化学セルを閉鎖する前にすでに、異なる電気化
学セルの複数のジャケット部分が互いに固定的に接合ずみであることによって、個々の電
気化学セルの閉鎖後、複数の電気化学セルは互いに固定的に接合された状態になり得る。
これによって、バッテリー構造体の製造は簡易化され得る。
【００１７】
　第一の電気化学セルのジャケット部分が第二の電気化学セルのジャケット部分に接合さ
れた後に初めて、電極スタックが前記第一の電気化学セルのジャケット部分に当接される
のが好ましい。当該電極スタックが前記第一の電気化学セルの当該ジャケット部分に当接
された後に、少なくとも一つのさらなるジャケット部分を当接させることによって、前記
第一の電気化学セルは閉鎖され得る。
【００１８】
　好ましくはジャケット部分、特に成型部材は、二つ、特に隣接して設けられている二つ
の電気化学セルを少なくとも部分的に包囲するためのジャケット部分として用いられ得る
。これは特に、当該ジャケット部分が、一方の電気化学セルのジャケット部分であるとと
もに、他方の電気化学セルのジャケット部分でもあり得ることを意味する。これによって
部材数が低減され得、それはコストおよび重量に対して好適な影響を及ぼし得る。さらに
部材数が比較的少ないことによって、取り付けが簡素化され得る。
【００１９】
　ジャケット部分のうちの少なくとも一つは成型部材であるのが好ましい。
ジャケット部分のうちの少なくとも一つは熱伝導プレートであるのが好ましい。
ジャケット部分のうちの少なくとも一つはフレームまたはフレーム部分であるのが好まし
い。異なる種類のジャケット部分、すなわち特に成型部材、熱伝導プレート、フレームも
しくはフレーム部分の組み合わせには極めて多様な可能性がある。
【００２０】
　本発明はまた、ジャケットによって少なくとも部分的に包囲されている少なくとも一つ
の電極スタックを含む電気化学セルであって、当該ジャケットは平面部分と継ぎ目部分を
有する少なくとも一つの成型部材を含んでおり、当該継ぎ目部分は前記平面部分の周囲に
設けられている電気化学セルにおいて、接合部分が設けられていることを特徴とする電気
化学セルに関する。接合部分および上記の有利点については上記の説明を参照されたい。
【００２１】
　成型部材のうちの一つは好適に、シール可能な材料、特に熱可塑性プラスチックから成
る層を有しており、特に積層型パッケージフィルムから製造されている。シール可能な材
料から成る層は好適に、他の成型部材との材料接続的な接合を生じさせるために用いられ
得る。成型部材は好適に積層型成型部材である。
【００２２】
　継ぎ目部分は、平面部分が設けられている平面Ｅから突出しているのが好ましい。この
とき継ぎ目部分とは、成型部材の領域であって、同一の電気化学セルのさらなるジャケッ
ト部分に当接するために設けられている領域を意味する。その意味で継ぎ目部分は特に、
電気化学セルのジャケットの継ぎ目を表す。このとき継ぎ目部分の部分は、少なくとも部
分的に接合部分となっている。接合部分は好適に、継ぎ目部分の少なくとも一つの部分に
隣接して設けられていてよい。
【００２３】
　このとき二つの接合部分が設けられているのが好ましい。当該接合部分は特に成型部材
の対向する側、特に周囲に設けられた継ぎ目部分の対向する領域に設けられている。複数
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の接合部分が設けられていてもよい。少なくとも二つの接合部分が設けられていることに
よって、少なくとも二つの電気化学セルの固定は安定性を増す。このとき接合部分の形成
は、生じている負荷に適合され得る。
【００２４】
　少なくとも一つの接合部分は好適に、平面部分から離れた継ぎ目部分の側に設けられて
いる。これによって好適に、本来のジャケットの外部に設けられた接合装置が成立し得る
。このとき個々の電気化学セルを互いに接触させながら固定する点を介して生じる負荷は
、電極スタック付近の臨界的なジャケット領域には作用しないのが好ましい。接合部分は
また、特に器具にとってアクセスが良好であり、当該器具を用いて個々の接合部分の固定
が行われ得る。接合部分はこのとき特に、電極スタック付近の、ジャケットの熱的に臨界
的な箇所から離れて設けられている。この点は、ジャケットを介して電極スタックから熱
を良好に排出させるために好適であり、かつ、二つの電気化学セルの接合の疲労強度にと
っても都合が良い。
【００２５】
　少なくとも一つの接合部分は好適に、平面Ｅに向かって継ぎ目部分から突出している。
好適に平面Ｅに設けられている平面部分は、隣接する電気化学セルに対する当接面を表し
ている。接合部分が平面Ｅに向かって突出していることによって、当該接合部分は隣接す
る電気化学セルの接合部分であって、同様に他の電気化学セルの平面部分に向かって突出
している接合部分と当接させることができ、それによって、これら二つの接合部分同士の
間で固定的な接合が可能であると同時に、二つの電気化学セルの平面部分は互いに当接さ
せることができる。
【００２６】
　代替的な構成において少なくとも一つの接合部分は、平面Ｅから離れる方向において継
ぎ目部分から突出している。このとき好適に平面Ｅに設けられている平面部分は、隣接す
る電気化学セルに対する当接面を表し得る。しかしながらこの場合、接合部分が継ぎ目部
分を介して平面Ｅから離れる方向において突出していることによって、当該接合部分は平
面Ｅからさらに離間し、すなわち、継ぎ目部分を超えて、平面Ｅを基準にして電気化学セ
ルの他方の側に設けられている電気化学セルに向かって突出する。それによって、当該接
合部分は、平面Ｅを基準にして電気化学セルの他方の側に設けられている電気化学セルと
の接合のために用いられ得る。この意味において、成型部材の内面は同一の電気化学セル
のさらなる成型部材のみならず、第二の電気化学セルの成型部材とも接合され得る。これ
によってさらに密閉作用が向上する結果も得られる。すなわち万が一、同一の電気化学セ
ルに属する二つの成型部材の継ぎ目部分における接合が漏れやすくなった場合、隣接する
電気化学セルの二つの成型部材同士の間の接合箇所が、密閉作用を引き受けるとともに、
セル内部と環境との物質交換を回避させることができる。
【００２７】
　接合部分は好適に、特に平面Ｅに対して平行、特に平面Ｅ内に設けられている接合面を
含む。当該接合面は、前記接合部分を隣接する電気化学セルの接合部分と接合するために
用いられ、このとき隣接する電気化学セルの接合面に、材料接続的な接合が作り出される
。接合面を平面Ｅに対して、およびそれとともに成型部材の平面部分に対して平行に配向
することによって、電気化学セル同士の配向も平面Ｅに対して平行にされ得る。接合面が
平面Ｅ内に設けられている場合、隣接する電気化学セルの平面部分は互いに当接し得る。
【００２８】
　本発明はさらに、上記の種類の電気化学セルであって、二つの成型部材が当該成型部材
の継ぎ目部分において互いに接合されており、特に材料接続的に互いに接合されている電
気化学セルに関する。少なくとも二つの成型部材は同一の成型部材、または互いに左右反
転的に形成された成型部材であってよい。このとき、同一の、あるいは左右反転的な型と
の誤差は問題にならない。当該誤差は、特に取り付け易さまたは製造に起因する。しかし
ながらすでに述べた種類の異なる成型部材であってもよい。
【００２９】
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　好適な構成においてジャケットは、少なくとも一つの熱伝導プレートを含み得る。この
とき少なくとも一つの成型部材は継ぎ目部分によって当該熱伝導プレートに取り付けられ
ている。このとき当該熱伝導プレートはそれ自体でジャケット部分となり、少なくとも部
分ごとにジャケットの作用を担う。
【００３０】
　基本的に上記の種類のバッテリー構造体は、容易に取り付けられ得る。
【００３１】
　本発明はさらに、第一の電気化学セルと、第二の電気化学セルとを含むバッテリー構造
体であって、当該第一の電気化学セルと第二の電気化学セルは互いに材料接続的に接合さ
れているバッテリー構造体に関する。すでに説明されている材料接続的接合の有利点を参
照されたい。個々の電気化学セルのジャケットは好適に互いに材料接続的に接合されてい
る。材料接続的な接合は特にヒートシーリング、ホットプレス、または熱接着によって行
われ得る。
【００３２】
　ジャケット部分のうちの少なくとも一つは、好ましくはシール可能な材料、特に熱可塑
性プラスチックから成る層を有しており、特に積層型パッケージフィルムから製造されて
いる。ジャケット部分同士の材料接続的な接合は、ジャケット部分のうちのそれぞれ一つ
または複数の、シール可能な材料からなる層の少なくとも部分によって実現される。この
とき材料接続的な接合は好適に専ら、ジャケット部分のうちの一つまたは複数の、シール
可能な材料からなる層であって、材料接続的な接合を実現するための層によって行われる
。これは特に、材料接続的な接合を実現するために、接着媒体またはシール媒体のような
さらなる補助的材料であって、ジャケット部分の構成部材ではない補助的材料が用いられ
ないことを意味している。
【００３３】
　ジャケット部分は成型部材、特に積層型成型部材として形成されていてよい。
【００３４】
　第一の電気化学セルは少なくとも部分的に周囲に設けられている第一のフレーム、特に
完全に周囲に設けられている第一のフレームを含んでおり、第二の電気化学セルは少なく
とも部分的に周囲に設けられている第二のフレーム、特に完全に周囲に設けられている第
二のフレームを含んでおり、隣接する電気化学セルのフレームは、異なる径方向延伸を有
する部分を有している。基本的に径方向延伸という概念はこの場合、当該延伸が円形また
は円形に類似して構成されているべきであるという意味ではない。径方向延伸という概念
はむしろ基本的に、平坦なジャケット部分、特に平面部分に対する垂線に対してほぼ同軸
的に見られる延伸を意味する。その意味で径方向延伸は角度のある形を有することもあり
得る。
【００３５】
　第一の径方向延伸が第二の径方向延伸よりも大きいことによって、一方のフレームの少
なくとも一部分は、他方のフレームの部分と重なる。フレーム全体がそれぞれ他のフレー
ム全体と重なることもある。第一のフレームの少なくとも部分が重なることによって、第
二のフレームの径方向外側に部分であって、当該部分内に取り付け器具が突出し得る部分
が生じ、それによってジャケット部分を第一のフレームに接合する。このとき特に第一の
電気化学セルと第二の電気化学セルは交互に設けられていてよく、それによって、それぞ
れ第二のフレームおよび第一のフレームあるいはそれぞれ当該第二のフレームおよび第一
のフレームの部分によって形成されている凹所を介して、第一の電気化学セルを第二の電
気化学セルに取り付け、あるいは第二の電気化学セルを第一の電気化学セルに取り付ける
ことが、簡易化され得る。
【００３６】
　前記第一の電気化学セルの前記第一のフレームは、被覆部分を有しており、当該被覆部
分において前記第一の電気化学セルの前記第一のフレームは、前記第二の電気化学セルの
第二のフレームを被覆しており、前記第一の電気化学セルの前記第一のフレームはまた、
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重なり部分を有しており、当該重なり部分において前記第一のフレームは前記第二のフレ
ームに重なっている。
【００３７】
　本発明はさらにバッテリー構造体であって、上記の方法で製造されたバッテリー構造体
を含む。
【００３８】
　隣接する電気化学セルの継ぎ目部分は好適に、隣接する電気化学セルの接合部分ととも
に、ハニカム接合構造を形成する。個々の成型部材同士の間のハニカム接合構造は、少な
い重量でありながら、外的負荷に対して頑丈な接合を実現させる。
【００３９】
　図面に基づいて以下において本発明をより詳しく説明する。図面に示すのは以下のとお
りである。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】製造ステップａ）～ｄ）それぞれにおける、第1実施の形態のバッテリー構造体
の概略的な断面図である。
【図２】図１に示すバッテリー構造体の部分断面図である。
【図３】製造ステップａ）～ｃ）それぞれにおける、第二の実施の形態のバッテリー構造
体の概略的な断面図である。
【図４】下方からａ）と部分断面ｂ）とにおける、図１に示すバッテリー構造体の図であ
る。
【図５】製造ステップａ）～ｃ）それぞれにおける、第三の実施の形態のバッテリー構造
体の概略的な断面図である。
【図６】図５に示すバッテリー構造体の部分断面図である。
【図７】製造ステップａ）～ｃ）それぞれにおける、第四の実施の形態のバッテリー構造
体の概略的な断面図である。
【図８】製造ステップａ）～ｃ）それぞれにおける、第五の実施の形態のバッテリー構造
体の概略的な断面図である。
【図９】製造ステップａ）～ｃ）それぞれにおける、第六の実施の形態のバッテリー構造
体の概略的な断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００４１】
　図１のａ）～ｄ）では、第一の実施の形態においてバッテリー構造体１０１がどのよう
に製造され得るかが示されている。図１のａ）においてまず二つの成型部材１０４’，１
０４”が認められる。当該成型部材は二つの電気化学セル１０２’，１０２”のジャケッ
ト１０３’，１０３”のジャケット部分を表している。この意味で図１のａ）に示されて
いる成型部材は、これら二つの異なる電気化学セル１０２’，１０２”に配設すべきもの
である。二つの成型部材は鏡面対称的であるが、その他の点では互いに同一に形成されて
いる。この意味において成型部材の詳細については常に一度だけ説明する。成型部材はそ
れぞれ平面部分１１０を有しており、当該平面部分には径方向外側に向かって、継ぎ目部
分１０７が周回するように接続している。平面部分１１０は平面Ｅを張設している。継ぎ
目部分１０７は平面Ｅから突出している。
【００４２】
　成型部材１０４’，１０４”は積層型成型部材として形成されている。このとき当該成
型部材はアルミニウム層を有しており、当該アルミニウム層の両側には、ポリプロピレン
から成る層が設けられている。ポリプロピレンはシール可能な材料である。シール可能な
材料として、代替的にポリアミドが用いられ得る。
【００４３】
　成型部材１０４の外面１０６にはそれぞれ、接合部分１０８が設けられており、当該接
合部分は平面部分１１０内部にある。図１のｂ）に見られるように、二つの成型部材１０
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４’，１０４”は接合部分１０８において、第一の外周接着部１１５'によって互いに固
定的に接合される。当該接着は、個々の成型部材１０４の接合部分１０８において、それ
ぞれの接合面１１３で行われる。当該接合面１１３は平面Ｅ内にある。
【００４４】
　図１のｂ）に示されている方法段階になると、異なる電気化学セルの成型部材１０４は
互いに接合されているが、個々の電気化学セル１０２のジャケット１０３のさらなるジャ
ケット部分は成型部材１０４’，１０４”に接続されていない。従ってジャケット１０３
はまだ閉じられていない。次のステップにおいて、図１のｃ）に見られるように、成型部
材１０４’，１０４”の内面１０９にはそれぞれ、電極スタック１１４が当接されている
。続いてさらなる成型部材、すなわち１０４'''が１０４’に、もしくは、
１０４''''が１０４”に当接される。新たに当接された成型部材１０４'''，１０４''''
は同様に、さらなる電気化学セルのジャケットのさらなる成型部材と、すでに固定的に接
合されている。
【００４５】
　図１のｄ）に見られるように、続いて電気化学セル１０２と当該電気化学セルのジャケ
ット１０３にそれぞれ対応して設けられている成型部材１０４’，１０４'''もしくは１
０４” ，１０４''''は、それぞれの継ぎ目部分１０７に設けられている第二の外周接着
部１１５''によって互いに固定的に接合される。こうすると個々の電気化学セル１０２の
ジャケット１０３は閉鎖された状態になる。
【００４６】
　図２は第一の実施の形態によるバッテリー構造体１０１の部分断面を詳細に示すもので
ある。　図１のａ）～ｄ）に加えて、全ての電気化学セル１０２において、電流導体１１
１が認められる。当該電流導体は継ぎ目部分１０７の所定の箇所において、ジャケット１
０３を介して延伸している。さらに、電流導体１１１は電極スタック１１４の少なくとも
一部と電導的に接続されていることが認められる。
【００４７】
　図３は図１に示すバッテリー構造体のさらなる構成を示すものである。その意味で、図
１についての説明を参照すべきであり、図１に対する相違点のみを詳細に説明する。第二
の実施の形態においてバッテリー構造体２０１がどのように製造され得るかが示されてい
る。二つの成型部材２０４’，２０４”が認められる。当該成型部材は互いに対照的に形
成されている。二つの成型部材２０４はそれぞれ、共通の電気化学セル２０２の共通のジ
ャケット２０３のジャケット部分を表している。成型部材２０４は概ね図１に示す成型部
材１０４と一致する。従って以下においては相違点のみを詳細に説明する。図１に示す成
型部材１０４と異なり、成型部材２０４はそれぞれ二つの別個の接合部分２０８を有して
おり、当該接合部分は成型部材２０４の二つの異なる側において、継ぎ目部分２０７に対
して外側に接続している。すなわち接合部分２０８は継ぎ目部分２０７の、平面部分２１
０から離れた側に設けられている。このとき接合部分２０８は継ぎ目部分２０７から、平
面Ｅに向かって突出している。このとき接合部分２０８は接合面２１３を有しており、当
該接合面２１３は平面Ｅ内にある。その意味において、接合面２１３と成型部材２０４の
平面部分２１０は互いに一直線になるように設けられている。
【００４８】
　成型部材のうちの一つ２０４’の内面２０９に電極スタック２１４が当接されることが
認められる。続いて二つの成型部材のうちの他方２０４”が電極スタック２１４に当接さ
れるとともに、他の成型部材２０４’に当接される。継ぎ目部分２０７において二つの成
型部材２０４’，２０４”は、第一の接着部２１５'によって互いに固定的に接合される
。これによって電気化学セル２０２のジャケット２０３は閉じられる。図３のｃ）に示さ
れるさらなる方法のステップにおいて、二つの電気化学セル２０２'，２０２''は図３の
ｂ）に示される方法のステップによって成立しているが、当該二つの電気化学セルは互い
に当接され、第二の接着部２１５''によって接合部分２０８の個々の接合面２１３と互い
に固定的に接合される。さらなる電気化学セルは同じ方法で、既存の電気化学セルと固定
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的に接合される。
【００４９】
　図４のａ）および４ｂ）において、バッテリー構造体２０１は個々の電気化学セル２０
２を有して部分的に示されている。特に図４ｂ）には、ハニカム構造が認められる。当該
ハニカム構造は接合部分２０８と、電気化学セル２０２のジャケット２０３と、接着部２
１５とから形成されている。
【００５０】
　図５は図１に示すバッテリー構造体のさらなる構成を示すものである。その意味で、図
１についての説明を参照すべきであり、図１に対する相違点のみを詳細に説明する。図に
示されている第三の実施の形態におけるバッテリー構造体３０１では、互いに接合された
二つの成型部材３０４の代わりに、二つの電極スタック３１４の間に熱伝導プレート３０
５が交互に設けられていることが認められる。このとき熱伝導プレート３０５はそれ自体
で、電気化学セル３０２のジャケット３０３のジャケット部分を表している。継ぎ目部分
３０７'において成型部材３０４は、第二の接着部３１５''によって熱伝導プレート３０
５の継ぎ目部分３０７''と固定的に接合される。熱伝導プレート３０５はジャケット部分
を表しており、当該ジャケット部分は二つの隣接する電気化学セル３０２を部分的に包囲
するために用いられる。成型部材３０４は図１に示すバッテリー構造体の成型部材１０４
と同一に形成されている。二つの隣接する成型部材３０４の接合は、図１に関してすでに
説明された方法で行われる。電極スタックは成型部材３０４にも熱伝導プレート３０５に
も当接している。
【００５１】
　図６では、第三の実施の形態におけるバッテリー構造体３０１であって、複数の電気化
学セル３０２を含むバッテリー構造体が認められる。最も外側に示されている電気化学セ
ル３０２の電流導体３１１は互いに接合されている。この意味で当該電気化学セルの電極
スタック３１４は互いに直列に接続されている。当該構成は特に二成分系セルに適してい
る。
【００５２】
　図７は図１に示すバッテリー構造体のさらなる構成を示すものである。その意味で、図
１についての説明を参照すべきであり、図１に対する相違点のみを詳細に説明する。第四
の実施の形態におけるバッテリー構造体４０１は、複数の第一電気化学セル４０２'と、
複数の第二電気化学セル４０２''を含んでおり、当該第一および第二電気化学セルは交互
に並べて設けられている。　図７のａ）では第二の電気化学セル４０２''が取り付けられ
る前の状態で示されている。当該第二の電気化学セル４０２''はセルスタック４１４を有
しており、当該セルスタックは二つの同一の成型部材４０４の間に設けられている。成型
部材４０４は平坦に形成されており、平面部分４１０は継ぎ目部分４０７とともに平面Ｅ
内に設けられている。さらに第二外周フレーム４１２''が示されており、当該第二外周フ
レームはセルスタック４１４を包囲している。共通の第二電気化学セル４０２''に配設さ
れている二つの成型部材４０４は、それぞれ第一の接着部４１５'によって当該二つの成
型部材の個々の継ぎ目部分４０７において、第二フレーム４１２''と固定的に接合される
。これによって第二電気化学セル４０２''のジャケット４０３は閉鎖される。
【００５３】
　成型部材４０４が外周突出部４１８を有していることが認められる。当該外周突出部は
第二フレーム４１２''を超えて径方向外側に突出している。これによって二つの成型部材
４０４の間に径方向空隙部４１６が形成される。
【００５４】
　二つの第二電気化学セル４０２''の間にさらなるセルスタック４１４が当接されており
、当該さらなるセルスタックは第一フレーム４１２'に包囲される。第二フレーム４１２'
'はそれぞれ第二接着部４１５''によって、第二電気化学セル４０２''の成型部材４０４
と、当該成型部材の接合部分４０８において固定的に接合される。第一フレーム４１２'
は径方向延伸Ｒ１を有しており、当該径方向延伸は第二フレーム４１２''の径方向延伸Ｒ
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２よりも大きいことが認められる。その意味において第一フレーム４１２'は周方向にお
いて第二フレーム４１２''より突出しており、空隙部４１６の径方向領域内に延伸してい
る。空隙部４１６内には器具４１９が介入できるが、当該器具は第二フレームと成型部材
４０４との第二の接着部４１５''のために用いられる。
【００５５】
　成型部材４０４はそれぞれ、第一電気化学セル４０２'のジャケットに対しても、第二
電気化学セル４０２''のジャケットに対してもジャケット部分を形成する。第一フレーム
４１２'は個々の第一電気化学セル４０２'のジャケット部分を形成する。第二フレーム４
１２''は個々の第二電気化学セル４０２''のジャケット部分を形成する。
【００５６】
　図８は図７に示すバッテリー構造体のさらなる構成を示すものである。その意味で、図
７についての説明を参照すべきであり、図７に対する相違点のみを詳細に説明する。第五
の実施の形態におけるバッテリー構造体５０１の電気化学セル５０２はそれぞれフレーム
５１２を含んでおり、当該フレームは電極スタック５１４の周囲を包囲するように設けら
れている。個々の電気化学セル５０２はさらに、それぞれ二つの成型部材５０４を含んで
おり、当該成型部材は概ね上記の実施の形態の成型部材４０４と同一に形成されている。
フレーム５１２は個々の端面側に、外周段部５１７を有しており、当該外周段部にはそれ
ぞれ成型部材５０４が当接され得、第一の接着部５１５'によって成型部材５０４と固定
的に接合され得る。第二の接着部５１５''によって、個々の電気化学セル５０２のフレー
ム５１２はそれぞれ、フレーム５１２の端面側に設けられている接合部分５０８の接合面
５１３において、互いに固定的に接合される。
【００５７】
　図９は図１に示すバッテリー構造体のさらなる構成を示すものである。その意味で、図
１についての説明を参照すべきであり、図１に対する相違点のみを詳細に説明する。第六
の実施の形態におけるバッテリー構造体６０１は、複数の電気化学セル６０２を含んでお
り、当該電気化学セルのジャケット６０３はそれぞれ二つの成型部材６０４’，６０４”
によって形成され、当該成型部材は同一または互いに鏡面対照的に形成されていない。第
一成型部材６０４’は図１に示す成型部材１０４と同一に形成されている。第二成型部材
６０４''は基本構造において、図３に示す第一成型部材２０４’ と同一に形成されてい
る。第一成型部材６０４’は当該第一成型部材の継ぎ目部分６０７'において第一の接着
部６１５'によって第二成型部材６０４''の継ぎ目部分６０７''と固定的に接合されてい
る。これによって電気化学セル６０２と当該電気化学セルのジャケット６０３は閉鎖され
る。接合部分６０８'は図３に示す第一成型部材２０４’ とは異なり、平面Ｅから離れる
方向に、継ぎ目部分６０７''から突出する。このとき第二成型部材６０４''は、二つの成
型部材が接合された状態で、径方向において第一成型部材６０４’を超えて突出している
。第二成型部材６０４''はさらなる製造ステップにおいて、隣接する電気化学セル６０２
のさらなる第二成型部材６０４''に当接され、第二の接着部６１５''によって当該さらな
る第二成型部材と、それぞれ接合部分６０８の内面６０９において固定的に接合される。
第二成型部材６０４''はさらに第三の接着部６１５'''によって、さらなる電気化学セル
のさらなる第二成型部材６０４''と固定的に接合される。第三の接着部６１５'''はさら
なる接合部分６０８''において、図１に示す第一の実施の形態による第一の接着部１１５
'と同一に実現される。この意味で、これに関連する説明を参照すべきである。第二成型
部材６０４''はこの意味で二つの接合部分６０８'，６０８''であって、当該二つの接合
部分において、第二成型部材６０４''が他の電気化学セルの成型部材と接合されている二
つの接合部分を有している。
【００５８】
　電気化学セル６０２のジャケット６０３を気密かつ液密に封止する第一の接着部６１５
'が漏れやすくなった場合、第二の接着部６１５''によって環境と電気化学セル６０２の
内部との物質交換が回避される。電気化学セル６０２はこの点で冗長性を有するがゆえに
、より優れたジャケット６０３を有している。
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　実施の形態に関して説明された全ての接着部に当てはまるのは、ジャケット部分同士の
接着部が、ジャケット部分のヒートシール可能な層によって形成されているということで
ある。このとき当該材料接続的な接合を作り出すために、ジャケット部分のヒートシール
可能な層は互いに当接され、続いて熱が供給される。熱の供給により、ジャケット部分に
おいてヒートシール可能な材料は溶融し、従って、それぞれ他のジャケット部分のヒート
シール可能な材料と材料接続的に接合される。付加的な接着剤またはシーリング剤、すな
わち材料接続的な接合を作り出すための補助的材料であって、ジャケット部分の層の構成
部材ではない補助的材料は設けられていない。
【符号の説明】
【００６０】
　　１０１，２０１，３０１，４０１，５０１，６０１　バッテリー構造体
　　１０２，２０２，３０２，４０２，５０２，６０２　電気化学セル
　　１０３，２０３，３０３，４０３，５０３，６０３　ジャケット
　　１０４，２０４，３０４，４０４，５０４，６０４　成型部材
　　３０５　熱伝導プレート
　　１０６，２０６，３０６，４０６，５０６，６０６　外面
　　１０７，２０７，３０７，４０７，５０７，６０７　継ぎ目部分
　　１０８，２０８，３０８，４０８，５０８，６０８　接合部分
　　１０９，２０９，３０９，４０９，５０９，６０９　内面
　　１１０，２１０，３１０，４１０，５１０，６１０　平面部分
　　１１１，２１１，３１１，４１１，５１１，６１１　電流導体
　　４１２，５１２　フレーム
　　１１３，２１３，３１３，４１３，５１３，６１３　接合面
　　１１４，２１４，３１４，４１４，５１４，６１４　電極スタック
　　１１５，２１５，３１５，４１５，５１５，６１５　接着部
　　４１６　空隙部
　　５１７　段部
　　４１８　突出部
　　４１９　器具
　　Ｅ　平面　
　　Ｒ　径方向延伸
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【手続補正書】
【提出日】平成24年4月6日(2012.4.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも一つの第一の電気化学セル（１０２，２０２，…）と、少なくとも一つの第
二の電気化学セル（１０２，２０２，…）とを含むバッテリー構造体（１０１，２０１，
…）を製造するための方法であり、個々の電気化学セルがジャケット（１０３，２０３，
…）を有している方法において、前記第一の電気化学セル（１０２，２０２，…）の前記
ジャケット（１０３，２０３，…）のジャケット部分（１０４，２０４，…）は、前記第
二の電気化学セル（１０２，２０２，…）の前記ジャケット（１０３，２０３，…）のジ
ャケット部分（１０４，１０５，１１２；２０４，２０５，２１２，…）と材料接続的に
接合され、
前記ジャケット部分（１０４，２０４，…）のうちの少なくとも一つは、シール可能な材
料から成る層、すなわち熱可塑性プラスチックから成る層を有する積層型パッケージフィ
ルムから製造されており、シール可能な材料から成る前記層は、前記材料接続的な接合を
生じさせるために用いられることを特徴とする方法。
【請求項２】
　少なくとも一つのジャケット部分（１０４，２０４，…）のシール可能な材料から成る
前記層のみが、前記ジャケット部分（１０４，２０４，…）同士の前記材料接続的な接合
を生じさせるために用いられることを特徴とする請求項１に記載の方法。
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【請求項３】
　前記材料接続的な接合はヒートシーリング、ホットプレス、または接着、特に熱接着に
よって行われることを特徴とする請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記第一の電気化学セル（１０２，２０２，…）の接合部分（１０８，２０８，…）は
前記第二の電気化学セル（１０２，２０２，…）の接合部分（１０８，２０８，…）に当
接され、当該接合部分（１０８，２０８，…）は前記個々の電気化学セル（１０２，２０
２，…）のジャケット部分（１０４，２０４，…）に設けられていることを特徴とする請
求項１～３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記ジャケット（１０３，２０３，…）は第一のジャケット部分（１０４，２０４，…
）を少なくとも一つの第二のジャケット部分（１０４，２０４，…）に接合することによ
って形成されることを特徴とする請求項１～４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記第一の電気化学セル（１０２，３０２，４０２）の前記第一のジャケット部分（１
０４；３０４，３０５；４０４，４１２）は、当該第一の電気化学セル（１０２，３０２
，４０２）の当該第一のジャケット部分（１０４；３０４，３０５；４０４，４１２）が
、当該第一の電気化学セル（１０２，３０２，４０２）の第二のジャケット部分（１０４
；３０４，３０５；４０４，４１２）に接合される前に、前記第二の電気化学セル（１０
２，３０２，４０２）の前記ジャケット部分（１０４；３０４，３０５；４０４，４１２
）のうちの一つに接合されることを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　ジャケット（１０３，２０３，…）によって少なくとも部分的に包囲されている少なく
とも一つの電極スタック（１０９，２０９，…）を含む電気化学セル（１０２，２０２，
…）であって、
当該ジャケット（１０３，２０３，…）は、平面部分（１１０，２１０，…）と継ぎ目部
分（１０７，２０７，…）とを有する少なくとも一つの成型部材（１０４，２０４，…）
を含んでおり、
当該継ぎ目部分（１０７，２０７，…）は前記平面部分（１１０，２１０，…）の周囲に
設けられている電気化学セルにおいて、
前記成型部材（１０４，２０４，…）に接合部分（１０８，２０８，…）が設けられてお
り、
少なくとも一つの成型部材（１０４，２０４，…）は、シール可能な材料、すなわち熱可
塑性プラスチックから成る層を有する積層型パッケージフィルムから製造されており、
前記成型部材（１０４，２０４，…）は好ましくは積層型成型部材であることを特徴とす
る電気化学セル。
【請求項８】
　前記継ぎ目部分は、前記平面部分（１１０，２１０，３１０，６１０）が設けられてい
る平面Ｅから突出していることを特徴とする請求項７に記載の電気化学セル（１０２，２
０２，…）。
【請求項９】
　前記継ぎ目部分（３０７）の部分は、接合部分（３０８）となっていることを特徴とす
る請求項７または８に記載の電気化学セル（１０２，２０２，…）。
【請求項１０】
　前記接合部分（２０８，４０８，６０８）は、前記継ぎ目部分（２０７，４０７，６０
７）の少なくとも一つの部分に隣接して設けられていることを特徴とする請求項７～９の
いずれか一項に記載の電気化学セル（１０２，２０２，…）。
【請求項１１】
　二つの接合部分（２０８，６０８）が設けられており、当該接合部分は特に前記成型部
材（２０４，６０４）の対向する側、特に周囲に設けられた前記継ぎ目部分（２０７，６
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０７）の対向する部分に設けられていることを特徴とする請求項７～１０のいずれか一項
に記載の電気化学セル（１０２，２０２，…）。
【請求項１２】
　少なくとも一つの接合部分（２０８，６０８）は、前記平面部分（２１０，６１０）か
ら離れた前記継ぎ目部分（２０７，６０７）の側に設けられており、かつ／または
少なくとも一つの接合部分（２０８）は、前記平面Ｅに向かって前記継ぎ目部分（２０７
）から突出しており、かつ／または
少なくとも一つの接合部分（６０８）は、前記平面Ｅから離れる方向において前記継ぎ目
部分（６０７）から突出しており、かつ／または
前記接合部分（１０８，２０８，４０８）は、特に前記平面Ｅに対して平行に、特に前記
平面Ｅ内に設けられている接合面（１１３，２１３，４１３）を含むことを特徴とする請
求項７～１１のいずれか一項に記載の電気化学セル（１０２，２０２，…）。
【請求項１３】
　第一の電気化学セル（１０２，２０２，…）と、第二の電気化学セル（１０２，２０２
，…）とを含むバッテリー構造体（１０１，２０１，…）であって、当該第一の電気化学
セルの少なくとも一つのジャケット部分（１０３，２０３，…）が前記第二の電気化学セ
ルの少なくとも一つのジャケット部分（１０３，２０３，…）と材料接続的に接合されて
いるバッテリー構造体において、
前記ジャケット部分（１０３，２０３，…）のうちの少なくとも一つはシール可能な材料
、すなわち熱可塑性プラスチックから成る層を有する積層型パッケージフィルムから製造
されており、前記ジャケット部分（１０４，１０５，１１２；２０４，２０５，２１２，
…）同士の前記材料接続的な接合は、シール可能な材料からなる前記層の少なくとも部分
によって実現されていることを特徴とするバッテリー構造体。
【請求項１４】
　前記第一の電気化学セル（４０２，５０２）は少なくとも部分的に周囲に設けられてい
る第一のフレーム（４１２’）、特に完全に周囲に設けられている第一のフレーム（４１
２’）を含んでおり、前記第二の電気化学セル（４０２，５０２）は少なくとも部分的に
周囲に設けられている第二のフレーム（４１２”）、特に完全に周囲に設けられている第
二のフレーム（４１２”）を含んでおり、前記第一のフレーム（４１２’）は前記第二の
フレーム（４１２”）と材料接続的に接合されていることを特徴とする請求項１３に記載
のバッテリー構造体（１０１，２０１，…）。
【請求項１５】
　隣接する電気化学セル（２０３）の継ぎ目部分（２０７）は、隣接する電気化学セル（
２０３）の接合部分（２０８）とともに、ハニカム接合構造を形成する、請求項１３また
は１４に記載のバッテリー構造体（２０１）。
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